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す べ て の 人 の 笑 顔 と 、 子 供 た ち の み ら い の た め に

～それぞれの幸せが社会を幸せにして、幸せな社会がそれぞれを幸せにする～
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販売持続可能な

教育体制

道の駅230ルスツの

食品加工室に息をふきこむ

道の駅で販売

観光客、外国人、ルスツ土産

課題研究（総合的な探究）の時間

・村内事業所や生産者の方とのコラボ

・村の施設の活用

・村の特産品を活用した商品開発

・村の生産物のフードロス対策

・学年たて割りで協働意識＆持続可能

・接客英会話、栄養や調理方法（教科横断）

放課後等の活動で

社会貢献意識を深め形にする

ふだんのくらしを

しあわせにする活動

主に放課後等（部・同好会活動）の時間

・ボランティア活動への主体的取組

・手話や点字の学び

（視覚支援学校や聾学校等、他校と連携）

・学びを拡げる機会（放課後教室）

・小中学生への出前授業

・絵本作成、読み聞かせ、絵本寄贈や出品
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防犯教育

学びの
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アウトプット

知識技術

創造性

留寿都村と

留寿都高校

の魅力を

最大限発信

畑

プロジェクト

(仮)道の駅プロジェクト (仮)社会貢献を形にする活動

それは、法にふれていないか。それは、人権をおかしていないか。それは、生徒のためになっているか。
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